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宗谷教職員組合 
 
〒０９７－０００４ 稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 

Ｔｅｌ ０１６２－２２－２４８０ ＦＡＸ ０１６２－２２－２４８４ 
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若年層は負担軽減、 

４０代後半以降・管理職には、厳しい回答。 

 一時金引き下げの撤回なし！！ 

残念ながら賃下げ撤回には至りませ

んでしたが、当初の提案から、若年層

からミドルリーダー世代の削減率の圧

縮、さらに月例給の減額は手当に連動

しないとする一定の前進を引き出すこ

とができました。 

結果に落胆するのではない、 

今後につながる取り組みを！ 

宗谷では緊急の署名に取り組みまし

た。迅速な対応に感謝します。交渉ま

でに１３００筆の署名を道教委に届け

ることができました。短時間で私たち

の声をこれだけ多くの署名に託すこと

項  目 提 案 内 容 最 終 回 答 

給料月額 管理職（大規模校長）       9.77％減額（現在 9.0％） 

管理職（小中規模校長･教頭）8.70％減額（現在 8.7％） 

31 歳以上教職員（一般･主幹･再任用）7.77％減額（現在

4.5％） 

30歳以下教職員          4.77％減額（現在 4.0％） 

9.77％減額 

8.70％減額 

7.15％減額 

4.77％減額 

期末・勤勉手当 期末･勤勉手当のそれぞれを 9.77％減額 管理職 9.77％減額 

24年以上8.20％減額 

8年以上 4.60％減額 

8年未満 減額しない 

給与に連動する手当 教職調整額･へき地（準へき）手当･地域手当等も率に応じて削

減 

減額しない 

管理職手当 20％減額（現行 20％） 20％減額 

 

道
教
組
・
高
教
組
は
六
月
十
二
日
、
道
教
委
に
対
し
て
七
月
か
ら
の
道
職
員
賃
下
げ
に
関
し
て
、
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。
全
面
撤
回
を
求
め
る
私
た
ち
の
要
求
に
対
し
て
、
結
果
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。 

こ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
私
た
ち
の
く
ら
し
と
教
職
員
の
誇
り
を
守
る
取
り

組
み
を
一
層
強
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ができたのは大きい成果です。 

この賃下げのきっかけとなったの

は、自民・民主・公明による三党合意

のもとで成立した「国家公務員給与臨

時特例法」によるものです。国家公務

員にならって地方公務員の給与も減額

するよう、国は北海道に対して地方交

付税を七十億円減額しました。 

一方で、北海道は歳入不足による独

自削減を一九九九年度から続けていま

す。今回の賃下げに便乗し、北海道は

さらに四十億円分の賃下げを上乗せ

し、合計百十億円分の賃下げを提案し

ました。 

地方交付税を減額した「安倍政権の

失政」、独自削減を続けてきても道財政

の赤字が解消されない「高橋道政の失

敗」は明らかです。今後も私たちのくら

しと教職員の誇りを守る取り組みを一

層強めることが大切です。国・道の政策

に目を光らせ、要求を実現できるよう、

これからも取り組みを進めましょう。 

 

道
教
委
か
ら
示
さ
れ
た
最
終
回
答 

下
線
は
提
案
よ
り
改
善 
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「先生、しゃべりすぎだから」 

今からもう七年前くらい、初めて六年

生を担任し札幌への修学旅行を引率した

ときに、管理職の先生から言われたひと

言です。修学旅行の季節になると思い出

します。 

子どもたちの様子などが気になり、い

つもよりも細かい指示をいっぱいしてい

たのでしょう。「もっと子どもを信頼して

みて」という意味のこの言葉。何年間か

続けて修学旅行の引率をして、後になる

ほど身に染みたものです。 

よく組合のおたよりや提案で「本質を

つかむ」という言葉を使っています。「本

質」は、目には見えないし具体的な行動

として現れない、つかみどころのないも

のです。でも、一度つかむことができた

ら、あとはどんなことにも応用ができる

とてもすてきなもの…だと思っていま

す。 

「本質をつかむ」ために。大事なのは

聞く・学ぶ・考える。学ぶには「取りあ

えず真似してやってみることから」とい

うのもあるでしょう。大事です。だから

こそ、集いつながることが大切なのだと

思います。第４６回中央委員会。たくさ

んの発言からみんなで学び合えるのを楽

しみにしています。 

 (naity) 

 

「あれ？この教育問題の課題ってなんだ！？」「子どもたちのこと、本質で

わかりあいたいなぁ」―――そんなときにこの一冊。月刊誌「クレスコ」が

おすすめです。宗谷教組では、新規に年間購読を申し込まれた方に割引をす

る「クレスコ購読拡大キャンペーン」を行います。年間６，０００円のとこ

ろ、今お申込みいただければ３，０００円に割引します。お申込みは、宗谷

教組本部までお電話または、cresco@soya-teachers.org まで。 
 

適用条件 

◆対象は宗谷教職員組合の組合員のみなさんです。 

◆このキャンペーンのお申込みは、2013年 6月号から 2014年 3月号までの 10か月分に有効です。 

◆キャンペーン期間は 6月 30日までとしますが、財源の限度に達し次第終了となります。 

◆このキャンペーンでお申し込みの際は、2014年 3月号までの一括購読となります。 

◆2014 年 4 月号以降の購読を取りやめる際は、2014 年 2 月末までに購読者ご本人からの申し出によ

ることにします（自動更新となってしまいます）。 

 

(1)日時：６月２２日（土） 

 １１：００～１５：００  

(2)場所：宗谷教育会館大会議室 
 
議案書の項目から 

① 分会方針・分会要求の具体化 

② 支部独自の取組 

③ 日常的な学び合い 

④ ２０１３人事総括 

⑤ 組織拡大        など 

二
〇
一
三
年
人
事
総
括 

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
「
第

一
号
議
案
」
の
中
で
、
昨
年
度
人
事
の

総
括
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

過
、「
学
校
づ
く
り
と
人
事
」
の
取
り
組

み
の
中
で
出
て
き
た
課
題
と
そ
の
対

処
、
こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
た
今
後
に
つ

い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
２
学
期
に
な
る
と
学
校
づ

く
り
と
人
事
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
の
方
針
に
も
つ
な
が
る
大

事
な
総
括
で
す
。
ぜ
ひ
読
み
合
い
学
び

合
い
ま
し
ょ
う
。 

 大
切
に
し
た
い 

三
つ
の
力
を
高
め
合
お
う 

７
月
か
ら
十
月
の
方
針
の
中
で
「
先

生
の
力
」
「
教
職
員
組
合
の
力
」
「
発
信

こ
の
宗
谷
情
報
と
一
緒
に
、
第
46
回
中
央
委
員
会
の
議
案
書
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。 

中
央
委
員
会
は
、
活
動
の
総
括
と
方
針
を
み
ん
な
で
確
か
め
る
大
切
な
場
で
す
。
中
央
委

員
会
そ
の
も
の
に
は
、
代
議
員
と
い
う
形
で
支
部
の
代
表
数
名
し
か
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
内
容
は
、
議
案
書
を
通
し
て
み
ん
な
で
確
か
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
時
間
を
と
っ
て
集
ま
り
、
近
況
を
語
り
合
う
と
と
も
に
議
案
書
に

目
を
通
す
分
会
会
議
を
行
い
ま
し
ょ
う
！ 

 

力
・
対
話
力
」
の
三
つ
を
高
め
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
、「
学
校
の
先
生
」

で
あ
る
私
た
ち
、
そ
し
て
目
の
前
の
子

ど
も
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
た
く
さ
ん
の

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
翻
弄
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
問
題
の
本
質
を
つ
か
み
、
三
つ

の
力
を
高
め
て
い
く
実
践
を
紡
い
で
い

き
た
い
と
い
う
方
針
で
す
。 

 

臨
時
教
職
員
部
の 

組
合
費
に
つ
い
て 

現
在
、
期
限
付
の
先
生
方
の
組
合
費

は
「
毎
月
一
二
〇
〇
円
」
で
す
。
内
訳

は
、「
宗
谷
教
組
分
一
〇
〇
〇
円
、
道
教

組
納
入
金
と
し
て
二
〇
〇
円
送
金
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
状

は
、
道
教
組
か
ら
請
求
さ
れ
る
「
道
教

組
本
部
納
入
金
」
は
五
〇
〇
円
。
つ
ま

り
期
限
付
組
合
員
１
人
に
つ
き
、
三
〇

〇
円
を
宗
谷
教
組
が
補
填
す
る
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。
道
教
組
は
、「
道
教
組
本

部
納
入
金
」
を
五
〇
〇
円
値
上
げ
し
「
一

〇
〇
〇
円
」
と
す
る
提
案
を
し
、
今
年

度
一
年
間
は
各
単
組
で
議
論
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

宗
谷
教
組
で
も
み
な
さ
ん
の
声
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
の
議
論
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 


